
４2025年（令和7年）2月5日（水曜日）（第三種郵便物認可）
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両
親
の
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
生
地

の
国
籍
を
付
与
す
る
と
い
う
主
義
。
米
国

憲
法
修
正
第

条
は
「
米
国
で
生
ま
れ
、

ま
た
は
帰
化
し
、

そ
の
管
轄
下
に
あ

る
全
て
の
者
は
米

国
市
民
で
あ
る
」
と
定
め
る
。
親
が
外
国

人
で
も
米
国
で
生
ま
れ
た
子
供
に
は
ほ
ぼ

自
動
的
に
米
国
籍
が
与
え
ら
れ
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
就
任
初
日
、
出

生
地
主
義
を
見
直
す
大
統
領
令
に
署
名
。

母
親
が
不
法
入
国
し
、
父
親
が
米
国
市
民

か
永
住
権
保
持
者
で
は
な
い
場
合
に
、
子

供
は
自
動
的
に
国
籍
を
取
得
で
き
な
い
な

ど
と
規
定
し
た
。
連
邦
地
裁
は
「
明
白
な

違
憲
」
と
し
て
一
時
差
し
止
め
を
命
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東京外為市場の円相場（４日 ： ）
　（対ドル）
現　在　値
（気配値）　　155円30～32銭
前営業日比　　32銭の円高・ドル安
高　　　値　　154円80銭
安　　　値　　155円40銭
　（対ユーロ）
現　在　値
（気配値）　　160円14～15銭
前営業日比　　１円01銭の円安・ユーロ高

金小売価格
　　　　（田中貴金属２月４日午前）
【金地金店頭価格】
　　　１ｇ　　売り　 （△ ）
　　　　　　　買い　 （△ ）
【メイプルリーフ金貨】
　　　　　　　　　　　売り　　買い
　　　１オンス　　　 　
　１／２オンス　　　 　
　１／４オンス　　　 　
１／１０オンス　　　 　
（単位・円、カッコ内は前日比）
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和
歌
山
市
で
２
０
２
３
年
４
月
、
岸
田
文
雄
首
相
（
当
時
）
の
遊
説
中
に
爆
発
物
が
投

げ
込
ま
れ
た
事
件
で
、
殺
人
未
遂
な
ど
の
罪
に
問
わ
れ
た
木
村
隆
二
被
告
（

）
の
裁
判

員
裁
判
の
初
公
判
が
４
日
、
和
歌
山
地
裁
（
福
島
恵
子
裁
判
長
）
で
開
か
れ
、
木
村
被
告

は
殺
人
未
遂
罪
に
つ
い
て
「
殺
意
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
否
認
し
た
。
弁
護
側
は
傷
害
罪
に

と
ど
ま
る
と
主
張
し
た
。

　
文
化
庁
は
４
日
、
地
域
の
文

化
財
を
活
用
し
て
観
光
振
興
に

つ
な
げ
る
「
日
本
遺
産
」
に
北

海
道
の
１
件
を
新
た
に
認
定
し

た
。
一
方
、
条
件
付
き
認
定
地

域
だ
っ
た
福
岡
県
の
１
件
を
日

本
遺
産
か
ら
外
し
、
候
補
地
域

に
移
行
し
た
。
日
本
遺
産
は
計

１
０
４
件
で
変
わ
ら
な
い
。

　
新
た
に
認
定
さ
れ
た
の
は
、

小
樽
市
が
申
請
し
、
候
補
地
域

だ
っ
た
「
北
海
道
の
『
心
臓
』

と
呼
ば
れ
た
ま
ち
・
小
樽
」
で
、

産
官
学
の
連
携
体
制
が
構
築
さ

れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
。
候

補
地
域
に
な
っ
た
の
は
、
福
岡

県
の
太
宰
府
天
満
宮
を
含
む

「
古
代
日
本
の
『
西
の
都
』
」
。

　
こ
の
ほ
か
、
条
件
付
き
認
定

地
域
だ
っ
た
岐
阜
県
の
「
『
信

長
公
の
お
も
て
な
し
』
が
息
づ

く
戦
国
城
下
町
・
岐
阜
」
、
鳥

取
県
の
「
六
根
清
浄
と
六
感
治

癒
の
地
」
、
島
根
県
の
「
津
和

野
今
昔
」
は
他
の
認
定
地
域
の

モ
デ
ル
と
な
る
「
重
点
支
援
地

域
」
に
指
定
さ
れ
た
。

　
陸
上
自
衛
隊
は
４
日
、
滋
賀

県
高
島
市
の
饗
庭
野
演
習
場
で

行
っ
て
い
た
実
弾
射
撃
訓
練

で
、
り
ゅ
う
弾
砲
弾
１
発
が
場

外
に
出
た
可
能
性
が
あ
る
と
発

表
し
た
。
着
弾
場
所
は
確
認
中

だ
が
、
仮
に
場
外
で
も
立
ち
入

り
禁
止
区
域
の
山
林
で
、
被
害

は
な
い
見
通
し
と
い
う
。
火
薬

量
を
誤
っ
た
疑
い
が
強
く
、
陸

自
が
経
緯
を
調
べ
て
い
る
。

　
陸
自
に
よ
る
と
、
同
演
習
場

で
は

日
ま
で
の
日
程
で
射
撃

演
習
を
実
施
。
３
日
午
後
２
時

分
ご
ろ
、
日
本
原
駐
屯
地
（
岡

山
県
奈
義
町
）
の
部
隊
が
演
習

場
で
、
１
５
５
㍉
り
ゅ
う
弾
砲

を
発
射
し
た
が
、
約
４
㌔
先
の

的
周
辺
に
着
弾
せ
ず
、
捜
索
を

始
め
た
。
訓
練
中
に
撮
影
し
た

映
像
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
火

薬
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
予
定
の
倍

量
の
二
つ
入
れ
て
お
り
、
こ
の

た
め
砲
弾
の
飛
距
離
が
伸
び
、

約
６
・
５
㌔
先
の
演
習
場
境
界

を
越
え
た
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　
同
演
習
場
で
は
２
０
１
８
年

月
と

年
６
月
に
も
迫
撃
砲

弾
が
場
外
に
出
る
事
故
が
発

生
。

年
の
事
故
も
火
薬
量
の

誤
り
が
原
因
だ
っ
た
。
陸
自
は

同
演
習
場
で
の
射
撃
訓
練
を
当

面
見
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
対

策
が
十
分
だ
っ
た
か
検
証
す

る
。

　
陸
自
中
部
方
面
総
監
の
小
林

弘
樹
陸
将
は
「
迷
惑
と
心
配
を

か
け
申
し
訳
な
い
。
抜
本
的
な

再
発
防
止
に
努
め
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

陸
自
り
ゅ
う
弾
砲

演
習
場
外
に
着
弾
か

滋
賀
、過
去
に
同
種
事
故

送検される木村隆二被告

＝2023年４月 日、和歌

山県警和歌山西署

衆院予算委員会で答弁

する石破茂首相＝４日

午後、国会内

下水道管の詰まりを確認するための

水中ドローン＝４日、埼玉県八潮市

　
公
判
で
は
殺
意
の
有
無
や
爆

発
物
の
威
力
な
ど
が
争
わ
れ
る

見
通
し
。
木
村
被
告
は
逮
捕
後
、

黙
秘
を
続
け
て
お
り
、
動
機
な

ど
が
明
ら
か
に
な
る
か
も
注
目

さ
れ
る
。

　
検
察
側
は
冒
頭
陳
述
で
、
木

村
被
告
は
岸
田
氏
の
遊
説
日
程

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
し
、

現
場
と
な
っ
た
漁
港
ま
で
の
経

路
を
検
索
す
る
な
ど
し
て
い
た

と
指
摘
。
木
村
被
告
が
投
げ
た

爆
発
物
の
一
部
は
約

㍍
先
の

コ
ン
テ
ナ
に
め
り
込
ん
で
お

り
、
人
が
死
ぬ
可
能
性
が
高
い

行
為
だ
と
し
た
上
で
、
「
現
職

総
理
大
臣
を
狙
い
、
周
囲
の
人

を
無
差
別
に
巻
き
込
も
う
と
し

た
テ
ロ
行
為
で
、
民
主
主
義
の

根
幹
を
揺
る
が
す
犯
行
だ
」
と

非
難
し
た
。

　
法
廷
で
は
木
村
被
告
が
現
場

で
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
後
、「
制

限
選
挙
を
終
わ
ら
せ
、
普
通
選

挙
を
実
現
し
ま
す
」
と
発
言
す

る
映
像
が
流
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
弁
護
側
は
「
世

間
の
注
目
を
集
め
る
目
的
だ
っ

た
」
と
述
べ
、
殺
意
を
否
認
。

事
件
前
に
爆
発
物
を
製
造
し
、

自
宅
付
近
の
山
林
で
爆
発
さ
せ

た
が
、
木
村
被
告
は
そ
の
威
力

を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
主

張
し
た
。

　
起
訴
状
に
よ
る
と
、
木
村
被

告
は

年
４
月

日
、
衆
院
補

欠
選
挙
の
応
援
演
説
の
た
め
和

歌
山
市
の
雑
賀
崎
漁
港
を
訪
れ

て
い
た
岸
田
氏
ら
に
向
け
、
殺

意
を
持
っ
て
爆
発
物
を
投
げ
て

爆
発
さ
せ
、
２
人
に
け
が
を
さ

せ
た
な
ど
と
さ
れ
る
。

　
木
村
被
告
は
殺
人
未
遂
の
ほ

か
、
爆
発
物
取
締
罰
則
違
反
、

火
薬
類
取
締
法
違
反
、
公
選
法

違
反
、
銃
刀
法
違
反
の
計
五
つ

の
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
。
木
村

被
告
は
火
薬
類
取
締
法
違
反
と

銃
刀
法
違
反
は
認
め
た
が
、
そ

れ
以
外
は
否
認
し
た
。

　
検
察
側
は
、
爆
発
物
の
鑑
定

を
行
っ
た
専
門
家
な
ど
３
人
の

証
人
尋
問
を
通
じ
て
、
爆
発
物

に
十
分
な
殺
傷
能
力
が
あ
っ
た

こ
と
を
立
証
す
る
方
針
。
弁
護

側
か
ら
は
情
状
証
人
１
人
が
出

廷
す
る
。

　
公
判
は
６
日
に
被
告
人
質

問
、

日
に
論
告
求
刑
と
弁
論
、

被
告
の
最
終
陳
述
が
行
わ
れ
て

結
審
。

日
に
判
決
が
言
い
渡

さ
れ
る
。

　
埼
玉
県
八
潮
市
の
県
道
交
差

点
で
道
路
が
陥
没
し
、
ト
ラ
ッ

ク
が
転
落
し
た
事
故
は
４
日
、

発
生
か
ら
１
週
間
と
な
っ
た
。

男
性
運
転
手
（

）
の
救
助
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
漏

れ
出
し
た
水
な
ど
で
難
航
。
県

は
周
辺

市
町
に
対
し
同
日
午

後
２
〜
５
時
の
水
の
使
用
制
限

を
呼
び
掛
け
た
ほ
か
、
現
場
の

下
水
道
管
に
水
中
ド
ロ
ー
ン
を

投
入
し
、
作
業
の
進
展
に
向
け

た
対
策
の
検
討
を
急
い
で
い

る
。

　
大
野
元
裕
知
事
は
同
日
の
記

者
会
見
で
、
事
故
発
生
か
ら
１

週
間
が
経
過
し
た
こ
と
を
受

け
、
「
多
大
な
被
害
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
は
痛

恨
の
極
み
」
と
述
べ
た
。

　
県
に
よ
る
と
、
下
水
道
管
の

下
流
で
何
か
が
詰
ま
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
、
破
損
し
た
管

の
上
部
か
ら
水
が
漏
れ
出
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。
県
は
下
水

道
管
内
部
に
水
中
ド
ロ
ー
ン
を

投
入
し
、
原
因
を
確
認
し
た
上

で
、
救
助
活
動
を
進
め
る
た
め
、

新
た
な
対
策
を
検
討
す
る
。

　
陥
没
現
場
で
は
、
穴
の
内
部

に
重
機
を
入
れ
る
ス
ロ
ー
プ
が

完
成
し
た
が
、
漏
れ
出
し
た
水

な
ど
に
阻
ま
れ
救
助
活
動
が
で

き
な
い
状
態
。
さ
ら
に
二
つ
目

の
ス
ロ
ー
プ
造
成
に
も
着
手
し

た
が
、
穴
の
側
面
か
ら
突
き
出

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
水
路
が

作
業
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　
事
故
は
１
月

日
午
前
９
時

分
ご
ろ
発
生
。
交
差
点
の
中

央
部
が
陥
没
し
、
通
行
中
の
ト

ラ
ッ
ク
１
台
が
転
落
し
た
。
現

場
の
下
を
通
る
下
水
道
管
の
破

損
が
原
因
と
み
ら
れ
、
半
径

㍍
が
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
影

響
が
長
期
化
し
て
い
る
。

　
自
民
、
公
明
両
党
の
政
調
会

長
は
４
日
、
国
民
民
主
党
の
政

調
会
長
と
国
会
内
で
会
談
し
、

所
得
税
の
課
税
最
低
ラ
イ
ン

「
年
収
１
０
３
万
円
の
壁
」
見

直
し
に
関
す
る
税
制
調
査
会
長

間
の
協
議
を
近
く
再
開
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。
こ
の
後
、
日

本
維
新
の
会
の
政
調
会
長
に
も

会
い
、
教
育
無
償
化
に
加
え
、

社
会
保
険
料
引
き
下
げ
に
関
し

て
も
協
議
を
開
始
す
る
こ
と
で

一
致
し
た
。

　
自
公
国
３
党
の
税
調
会
長
は

昨
年
、
１
０
３
万
円
の
引
き
上

げ
に
向
け
て
協
議
を
進
め
た

が
、
自
民
が
提
示
し
た
「
１
２

３
万
円
」
に
国
民
民
主
が
不
十

分
だ
と
反
発
し
、
協
議
は
中
断

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　
会
談
後
、
自
民
の
小
野
寺
五

典
政
調
会
長
は
記
者
団
に
「
（
与

党
の
）
税
の
専
門
家
チ
ー
ム
が

ど
の
よ
う
な
提
案
が
で
き
る

か
、
熱
心
に
詰
め
て
い
る
。
そ

れ
が
出
来
上
が
り
次
第
、
協
議

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

２
０
２
５
年
度
予
算
案
の
年
度

内
成
立
に
向
け
、
「
（
予
算
案

や
税
制
関
連
法
案
の
）
修
正
は

当
然
あ
り
得
る
。
な
る
べ
く
早

い
段
階
で
合
意
が
で
き
れ
ば
い

い
」
と
も
語
っ
た
。

　
国
民
民
主
の
古
川
元
久
税
調

会
長
は
記
者
団
に
「
協
議
が
進

ま
な
け
れ
ば
わ
れ
わ
れ
が
（
予

算
案
に
）
賛
成
す
る
状
況
に
は

な
ら
な
い
」
と
与
党
を
改
め
て

け
ん
制
し
た
。

　
一
方
、
自
公
維
３
党
は
週
内

に
も
政
調
会
長
会
談
を
改
め
て

開
き
、
維
新
か
ら
要
求
内
容
を

聴
取
す
る
。

「
103
万
円
」協
議

近
く
再
開
合
意

自
公
国

　
石
破
茂
首
相
は
４
日
の
衆
院

予
算
委
員
会
で
、
医
療
費
が
高

額
に
な
っ
た
場
合
に
患
者
負
担

を
抑
え
る
「
高
額
療
養
費
制
度
」

を
巡
り
、
負
担
上
限
額
を
引
き

上
げ
る
政
府
方
針
を
再
考
す
る

意
向
を
示
し
た
。
「
い
ろ
い
ろ

な
選
択
肢
が
あ
る
。
高
額
療
養

費
（
制
度
に
よ
る
負
担
軽
減
）
を

必
要
と
す
る
方
々
が
お
り
、
制

度
の
持
続
可
能
性
と
両
方
満
た

す
解
を
見
い
だ
す
」
と
述
べ
た
。

　
負
担
上
限
引
き
上
げ
に
は
、

が
ん
患
者
ら
か
ら
不
安
の
声
が

出
て
い
る
。
首
相
は
「
当
事
者

の
理
解
を
得
る
こ
と
は
必
要

だ
」
と
強
調
。
４
日
に
自
民
、

公
明
両
党
幹
事
長
ら
が
政
府
方

針
の
一
部
見
直
し
検
討
で
一
致

し
た
こ
と
に
関
し
、
「
与
党
と

し
て
使
命
感
、
責
任
感
を
持
ち

対
応
す
る
」
と
語
っ
た
。

　
立
憲
民
主
党
の
中
島
克
仁
氏

と
共
産
党
の
田
村
貴
昭
氏
が
引

き
上
げ
「
凍
結
」
を
求
め
た
の

に
対
し
て
答
え
た
。
「
凍
結
と

か
白
紙
に
戻
す
こ
と
だ
け
が
解

決
策
だ
と
今
の
時
点
で
認
識
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
も

説
明
し
た
。

　
首
相
は
ま
た
、
日
本
維
新
の

会
な
ど
が
主
張
す
る
所
得
制
限

な
し
の
高
校
授
業
料
無
償
化
に

慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。
「
経

済
的
に
余
裕
が
あ
る
家
庭
に
負

担
は
な
く
て
い
い
だ
ろ
う
か
。

恵
ま
れ
な
い
方
々
と
公
平
を
保

つ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
た
。
立
民
の
山
岸

一
生
氏
へ
の
答
弁
。

　
同
時
に
「
理
念
の
問
題
だ
」

と
指
摘
。
「
（
所
得
制
限
撤
廃

論
の
背
景
に
あ
る
）
社
会
全
体

で
子
ど
も
の
教
育
を
支
え
る
と

い
う
考
え
方
を
間
違
っ
て
い
る

と
全
否
定
す
る
つ
も
り
は
な

い
」
と
し
て
一
定
の
理
解
も
示

し
た
。

　
立
民
の
藤
岡
隆
雄
氏
は
、
防

衛
装
備
品
の
輸
出
を
促
進
す
る

た
め
２
０
２
５
年
度
予
算
案
に

計
上
し
た
基
金
４
０
０
億
円
に

つ
い
て
「
積
み
過
ぎ
だ
」
と
批

判
。
そ
の
分
の
予
算
を
高
額
療

養
費
制
度
に
充
て
る
よ
う
主
張

し
た
。
首
相
は
「
年
度
中
に
案

件
が
具
体
化
し
た
と
き
に
お
金

が
な
い
と
商
機
を
逸
す
る
」
と

理
解
を
求
め
た
。
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伊
東
良
孝
地
方
創
生
担
当
相

は
４
日
の
閣
議
後
記
者
会
見

で
、
中
央
省
庁
の
職
員
が
地
方

創
生
に
取
り
組
む
市
町
村
を
支

援
す
る
制
度
を
創
設
す
る
と
発

表
し
た
。
霞
が
関
と
地
方
の
二

拠
点
で
、
人
手
の
少
な
い
市
町

村
の
課
題
解
決
を
副
業
的
に
後

押
し
す
る
。
希
望
す
る
職
員
や

市
町
村
を

日
ま
で
公
募
し
、

４
月
に
始
め
る
。

　
各
省
庁
か
ら
募
っ
た
２
〜
３

人
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
人
口

万
人
に
満
た
な
い
市
町
村
と

マ
ッ
チ
ン
グ
。
任
期
は
１
年
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
年
数
回
程

度
の
現
地
訪
問
を
通
じ
て
、
産

業
振
興
や
移
動
の
足
確
保
と
い

っ
た
政
策
立
案
を
手
助
け
す

る
。
伊
東
氏
は
会
見
で
「
中
小

規
模
の
市
町
村
の
課
題
解
決
が

進
み
、
地
方
創
生
が
加
速
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

国
職
員
が
二
拠
点
支
援

市
町
村
向
け
４
月
開
始

伊
東
地
方
創
生
相


